
国内には110を超える活火山がありますが、ほ
とんどの火山は噴火の周期性が不明で、いつ噴
火するのか分かりません。また、噴火の現象も
さまざまです。そして、火山はひとたび噴火す
ると長引くことが多く、終息の時期の予測が困
難なため、被災すると生活再建は非常に苦労し
ます。普段からしっかり備えることが大事です。

  発生するさまざまな被害
例えば、大量の火山灰が発生した場合、屋根に積もって
家屋が倒壊する可能性があります。また、火山灰が舞っ
ていると、視界不良をもたらし、自動車の運転が難しく
なります。他には、火口から飛散する噴石や、高温の火
山灰・火山ガス・溶岩片が一体となって流れ出る火砕流
によって、人体に危険を及ぼす場合もあります。また、
積雪期に火山が噴火すると、斜面の雪が溶けて、融雪型
火山泥流が発生し、建物や農地などが被害を受ける場合
もあります。このように被害はさまざまです。

  火山噴火に見舞われたら
  行動すること
火山噴火が起こったとき、常にその山の
状況が見えているとは限りません。この
ため、噴火そのものが分からないときが
あります。異変を感じたら、速やかに避
難を開始することが大事です。噴火現象
はどのように変化するのか予測がつかな
いことから、できるだけ火口から遠くに
避難するようにします。遠距離避難が難
しいときは近くの建物などに逃げ込みま
しょう。

  避難中に気をつけること
ヘルメットなどをかぶり噴石等から頭を
守りながら、また、タオルなどを口に当
てて火山灰等から身を守りながら、避難
しましょう。防塵ゴーグルや防塵マスク
を準備しておくと、さらに安心です。

身を守るためには？

どんな被害が発生するのか？
ポイント

1

ポイント

2
登山する際は、気象庁の
噴火警報をあらかじめ
チェックするようにしま
しょう。

噴火に遭遇したら、建物の
陰などに隠れて、噴石や火
山灰から身を守りましょう。

大きな噴石や火砕流、融雪型火
山泥流は、避難までの時間的猶
予がほとんどなく、生命への危
険性も高いため、防災対策上、
重要度の高い噴火現象と位置づ
けられています。
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  想像以上に過酷な被災後の生活
よくある被害は、家屋や農地などが被害を受けることです。
噴火活動が長期化すると避難生活も長くなり、仕事を失った
人は収入が途絶える可能性も出てきます。最悪の場合、火山
灰や溶岩流などが積もり、災害前の土地が使えなくなって、
他の場所に移転を余儀なくされることもあります。 

被害を少しでも小さくするためには？

被災後の生活で困ることは？
ポイント

3

ポイント

4
  火山噴火による被害を
  最小限にするために備えること

  被災後の生活のために
  準備しておくこと

□ 食品や日用品を多めにストックしています
か？＊1

□ 避難生活に備え、必要最低限のものをリュッ
クなどにまとめていますか？

□ 避難路や避難場所を知っていますか？
□ ハザードマップなどで、住んでいる地域の災
害リスクを確認していますか？＊2

□ 近隣住民同士で協力できる体制はできていま
すか？

＊1 賞味期限などの心配をなくすために、日常の中で消費しなが
ら買い足すといった「ローリングストック法」と呼ばれる備蓄
方法があります。

＊2 ハザードマップは、自治体のホームページから入手すること
ができます。

□自宅の近くの山が活火山かどうか、確認した
ことはありますか？

□噴石や火山灰などから身を守るために、ヘル
メットや防塵ゴーグル・防塵マスクを準備し
ていますか？

＊登山する際は、事前に火山活動に関する情報を集めるように
しましょう。

対策が
できているのか、
チェックをして
みましょう！

ヘルメットや防塵ゴーグル・防塵
マスクなどを準備して、火山噴火
後、すぐに避難できるよう動きや
すい衣類を準備しておきましょう。

飲料水や食料、携帯ラジオ、
懐中電灯、歯ブラシ、常用
薬（お薬手帳）、携帯電話用
充電器、保険証、貯金通帳
のコピー、予備のメガネ、
携帯トイレなどをリュックに
入れておきましょう。

避難場所まで、
複数の経路を
確認しましょう。
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「そんぽ防災Web」では、防災に役立つさまざまな情報を
提供しています。ぜひご活用ください。

そんぽ防災Web
https://sonpo-bosai.jp

そんぽ防災Web


